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｢フイネガンズ･ウェイク｣の知の方位(3)
結城英雄
第２巻第２章
本章は「レッスンの章」と呼ばれ，「フイネガンズ・ウェイク」で最も難し
いと言われている（“に応,I:405-406)。子供の学習に関わることが描かれ，男
子生徒用の昔の教科書と書込みが再現されている。本章の半ばにはユークリッド
幾何学の図形も取り込まれている。中心となるのは中世の３学科（文法，修辞
学，論理学）と４学科（数学，幾何学，天文学，音楽）である。前半（260-287）
まで,左側の書込みはシェムで,右側の書込みはシヨーンによる｡後半(293-308）
では，左側の書込みはケヴ（ショーン）で，右側の書込みはドルフ（シェム）
による。また脚注は終始一貫イシーの手による。だが，本文と子供たちの書込
みや注の間に「論理」は見定め難い。最後に子供たちは両親に手紙を書く。
260-263.30 
前章の最後でＨＣＢとＡ,L.P.は外で遊ぶ子供を迎えに出た。本章は彼らが子
供を連れて戻るところから始まる。彼らの酒場は霊廟と記述されている。疲れ
たためか，ＨＣＢは変容し，Ａ・L.P.が傍らに付き添っている。語り手たちは
H､ＣＥ､にまつわる詳細な情報に関心を示す。場面はチャベリゾッド。明かりの
点されたその酒場／霊廟は，宿屋でもあり，劇場でもある。その主人ＨＣＢは
容貌こそ変化すれ，かつてお馴染みの人物である。
＊帰路については詳細に記述され，それぞれ歴史，言語，神学，天文学，哲
学，絵画，音楽，歴史についての権威ある学者の名が使用されている。そ
れは子供たちが地図の勉強をしていると考えられるが，同時にこれから展
開する学芸をも示唆している。
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＊酒場が「霊廟」（261.13）であるのは世界の七不思議の一つ，ハリカルナ
ッソスの塔墳墓になぞらえらえているからである。その他の６つの不思議
はそれに先行する261.9-12を参照（cones,ｍｕ妃｡,pensiIs,olymp,dianaphous，
culosses)。
264-266.19 
周囲の様々な美しい景色が点描された後，酒場の位置が特定される。それは
ダブリンの西，チヤペリゾッド辺り，近くにはリフイ川が流れ，橋が架けられ
ている。この地域は美しく和やかな雰囲気に溢れている。酒場の中に入り，く
すんだランプの明かりの中，階段を昇ると，二階の子供部屋に着く。
＊チヤペリゾツドは1905年から1933年にかけほとんど変動がなく，約225
軒，1,280人ほどの地区であったという。川をはさんで酒場の真向いには
「ダブリンの市民」所収「痛ましい事故」中のミスタ・ダフィの間借りし
ていた家がある。その物語もトリスタンとイゾルデの伝説を背景にしてい
る。
266.20-275.2 
二階の勉強部屋にはイシー，シェム，ショーンがいる。イシーはソファに腰
掛け，歌いながら編み物をしている。芽生え始めた彼女の心を捕らえているの
は性のことや自分に心を向けてくれる男の子のことである。その一方，シェム
とショーンは歴史の勉強に励んでいる。彼らの学んでいるのは皇帝ナポレオン，
ハンニバルのアルプス越え，イスラム教，ダゴベートー世のことなどである。
＊読者の案内役をしてくれるのは四導師であるらしい。物語は“we'，で伝達
される。
＊ダゴベートー世（602?-639）はフランスの王（628-639)。
275.3-279.9 
視点が変わり，－階のＨＣＥとＡL.P.に焦点が向けられる。彼らは自分たち
の来歴を振り返りながら，あれこれ話しあっている。二階では子供たちが勉強
に励んでいる。辺りも暗くなった。蛙の合唱も止み，山羊や羊も囲い込まれ，
編輻たちが飛びかうだけである。一日の黄昏のように，人生にも黄昏がある。
ＨＣＢも亡くなるであろう。それはちょうど犠牲の儀式にも等しい。こうして
美しいイシーヘと視点が転じられる。彼女の心を捕らえているのはやはり性の
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問題らしい。語り手たちは雨や寒さに不平をもらす。
＊279ページの脚注にはイシーの手紙が転載されている。
280-282.4 
再ぴ，二階の勉強部屋を覗いてみる。イシーがシェムとショーンの注意を引
き付けようとするが，彼らには彼女のことがわからない。彼女が語りたいのは，
愛がすべてであり，平和が人生であり，花々にこそ美が宿っているということ
なのである。
＊中ほどに挿入されているフランス語の記述はボストンからのマギーの手紙
に類似している。
2825-304.4 
シェムは小さい頃には計算が得意であったが，長ずるにつれ，読み書きの才
能とは反比例して数学の成績は良くなかった。その彼の前に立ちはだかってい
るのがユークリッドの幾何学初歩の問題で,彼はショーンにその説明を始める。
問題は正三角形の作成である。これはコンパスを使用することによって簡単に
書けるが，途中で混乱し，彼らは問題を放棄する。
＊シェムは正三角形を母親のデルタになぞらえる。
＊ジヨイスが性の問題に関心があったことを指摘しているのはマーガレッ
ト・サーモンである。彼女の著書のタイトル“EternaIGeometer”はテクス
トの296.31-197.1を参照。
304.5-308.24 
子供たちは両親に手紙を書く。それは「夜の手紙」と題され，そこには両親
の死が暗示されている。
第２巻第３章
本章は「フイネガンズ．ウェイク』で最も長い章である。ＨＣＢの酒場が舞
台で，子供たちもＡ・ＬＰ・も二階に上がり，酒場でＨＣＥが客の応対をしている。
客たちは酒を飲むことで酒場を食いつぶし,駄弁により主人の世評を傷つける。
しかし象徴的に読むならば，ＨＣＥ・は瀕死の神であり，客たちの飲食は神食
(ホスチア）と呼ばれる古来ギリシアの儀式に相当する。その意味で，Ｈ・ＣＥ
は酒場の主人，建築家，フィネガン，ギデオン，船乗り，ノルウェイの船長，
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仲人と変容する。
そうした合間に挿入されているのが4つの逸話である。それらはノルウェー
の船長と仕立屋のカースの物語（309-338.3)，バツクリーとロシアの将軍の物
語（338.4-359｣6)，ＨＣＥの自己弁護と四導師の判決（359.17-370.29)，ＨＣＥ・
の物語である（37030-382)。またＨ,ＣＥの物語はさらに，デイルムッドとグラ
ーニヤの神話（370.30-380.6)，およびアイルランド最後の上王ローデリツク・
オコナーの話（380.7-382）に分けられる。酒場は次第に船の様相を呈し，次章
のトリスタンとイゾルデの船出へと続く。
309-311.20 
ギネス・ビールはさておいて，ＨＣＢ､の酒場に電気設備が導入された。客た
ちは夜毎この家に集まり飲食を楽しむ。彼らの祝杯は「われわれ自身のために」
である。
＊「われわれ自身のために」とはアイルランド独立を願う政治結社，シン・
フェインの標語（英語)。ＨＣＥは「酒埋であふれる戦場の主人」（310.26)。
311.21-315.08 
ラジオ放送で，ノルウェーの船長と仕立屋の話が流れてくる。ある日，船長
が船舶管理人に仕立屋の所在を問い，船舶管理人が仕立屋を紹介する。うまい
具合に衣服があつらえられ，船長は航海に出る。船舶管理人が船長を盗人呼ば
わりするが，船長が彼への礼を忘れたためか。彼の後を追うのは若きカースで
ある。そしてドーンという音に呼応するかのように雷鳴が巌〈。
＊ジョイスはノルウェーの船長と仕立屋の話を父親から教えてもらった。せ
むしのノルウェーの船長は仕立屋の』．Ｈ・カースに背広を注文すること
になるが，出来上がった品は船長に合わず，船長は体に合わせた背広が縫
えないと仕立屋を怒鳴り，仕立屋は背広に合わない体をした船長が悪いと
応戦するという物語である（エルマン「ジェイムズ・ジョイス」参照)。
「服」には象徴的な意味が込められているらしい。またこの逸話は「ヤー
ル・ファン・フーサー伯爵とプランクイーン」の物語と同じ三部構成。さ
らにノルウェイの船長と仕立屋はそれぞれヴァイキングとダブリンの商人
を象徴。
＊雷鳴は７度目。ＨＣＥ・が階段でつまづいた様子の暗示である。彼は死と復
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活の原型，フィネガンと重なる。
315.09-32032 
船長が7年振りに再び戻って来た。顛難苦難の航海であったとか。彼の登場
は船の入港そのままであるし,彼の帰国はフイネガンの復活にもなぞらえよう。
船舶管理人が彼を迎え，挨拶し，海底に沈んでいたのではないかと心配してい
たと伝える。船長はぶっきらぼうに返答し，空腹ゆえ，チーズか七面鳥がない
か尋ねる。その一方で，船長と仕立屋の会話も聞こえる。仕立屋はせむしの船
長に合わせる服は作れないと主張し，船長は裁縫の腕がないと仕立屋を罵倒す
る。こうして船長は再び出発し，またしても船舶管理人が彼を盗人呼ばわりす
る。
＊船長と仕立屋の会話は船長の語りとも解釈できよう。
320.33-324.17 
仕立屋が競馬から戻って来る。彼は白い帽子を被っていて，三人の客からそ
れを脱ぐように命じられる。彼は船長の悪口を語り，アイルランドと言わず，
世界中のどこでも，あのような瘤を持つ人物の衣服を作れる仕立屋はいないと
息巻く。この喧騒の折，船長が再び戻る。三度目の来訪で，客たちは彼を歓待
する。
324.18-331.36 
船舶管理人は船長に義理の父親が欲しくはないかと問い，その一方で仕立屋
に義理の息子を探してあげたいのだがと語る。こうして彼は船長と仕立屋の仲
立ち役となる。問題となるのは船長の改宗であるが，彼がカトリックに転じて
くれ，それも好都合な結果に終わる。早速，船舶管理人は結婚の取り決めにか
かる。そもそも仕立屋の娘はこの上なく麗しく，ロマンスを夢見ているらしい。
船長と仕立屋の娘の結納も整い，船長と仕立屋の確執も水に流され，周囲の祝
いに囲まれながら，結婚式が挙行される。
332.1-337.3 
かくして二人の結婚生活が始まった。折しも，彼らの生活を暗示するかのよ
うに雷鳴が轟く。そして人間の古代の戦いのイメージが点描され，その後三つ
の中断が幕間のように挿入される。まず，女中のケイトが登場する。彼女は
Ｈ・ＣＥにＡ・L.P.からの伝言を話す。ベッドへの誘いである。次に，Ｈ・ＣＥ・のう
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イーニックス公園での原罪を暗示するかのようなイメージが点描される。最後
に，Ｈ・ＣＥ､が客を楽しませるため，面白い話しを始める。
＊雷鳴は8度目。新婚夫婦の性行為の暗示とも読める。
337.4-338.3 
次の節への導入。酒場でＨＣＥ､が客に飲み物を給仕し，その合間に子供たち
にはミルクを与えている一方，客たちはフイーニックス公園での彼の原罪を想
起させるような話題に興じる。客たちの話に登場するバラ，どもり，ロブスタ
ーなどは二人の娘，Ｈ,ＣＥ.，３人の兵士に相当する。そして彼らの話はバツク
レーとロシアの将軍の物語へと転ずる。
＊ロブスターは赤い服のイギリス兵。
338.4-354.6 
バックリーがロシアの将軍を撃つ話はバットとターフが演ずるテレビ放送で
ある。クリミア戦争の折のこと，アイルランドの義勇兵バックリーは敵のロシ
アの将軍を見かける。将軍はおもむろにズボンを下ろし脱糞をする。義勇兵は
その姿に撃つことをためらう。だが，将軍が芝の塊で後始末をするにおよび，
義勇兵はすかさず撃つ。アイルランド人の義勇兵には芝の塊が祖国の泥炭に思
われ，侮辱されたと感じられたのである。
＊ジョイスはバックリーとロシアの将軍の話も父親から教えてもらった（エ
ルマンの「ジェイムズ・ジョイス」参照)。その話しは史実にはない。
＊バットはシェム，ターフはショーンの変奏。バックレーとロシアの将軍の
対立は父と子の対立の意で，エディプス＝コンプレックスを伏在する。
＊クリミア戦争（1853-56）はトルコ領内の要地，エルサレムの管轄権をめぐ
るロシア対トルコ・イギリス・フランス・サルデイニアの戦い。パリの講
和条約で停戦，ロシアの南下政策は挫折した。クリミア半島，セバストポ
ル南東，バラクラバ（Balaklava）における「軽武装隊の突撃」は有名。ク
リミア（Crimea）は罪（crime）を示唆。またバラクラバはダブリンのゲー
ル語名BaileAthaClialh（Balaclee-e）と重なる。
354.7-355.7 
バックレーとロシアの将軍についての話の補遺。バットとダフは一人の人物
に溶解し，反逆の歌の断片がモザイク模様を描く。バックレーによる将軍の銃
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盤は復活祭蜂起の銃撃戦とも重なるらしい。平和が訪れ，人々は握手を交わし，
手回しオルガンでアイルランドの歌曲が奏でられ，友情が宣誓される。幕が下
り，芝居も終わる。
3558-358.16 
ここで，話題はＨＣＥ.のことへと転ずる。彼は聴衆に人間とは過ちを犯す存
在であり，罪を免れている人はいないと主張する。人間は失楽園という荒野を
坊復っているのである。彼はそうした過ちの例をいくつか引用し，その過程で
つゆしらず神のような立場へと高揚する。さらに彼は，嘘発見器や自白薬など
もあるが，自分について語られている中傷には真実のかけらもない，そもそも
中傷を免れる人間はいないし，自分もそうした人間の一人であると語る。
ＨＣＢは聴衆に向かって，「罪を犯しながらながらも人間である理由は？」
というシェムの謎にも(こた謎を問い，一つの逸話を話して聞かせる。それは彼
がある書物を読んでいたときの事である。美しい挿し絵に飾られた書物で，便
所に腰を下ろし，そのページに見Ⅲ惚れていると，彼には遠縁の人々のこと，定
かならぬありし日の場面が想起され，心が高まったという。
＊シェムの謎は170.5を参照。人間がl司類であると語ることで，ＨＣＥは
「人間はみな好色である」と言いたいのだろう。
＊ＨＣＢが見･惚れていた書物はビアズレー（357.2-3:Ｍ｢AubeyronBirdIay）の
「サロメ｣。彼が便所で想起した遠縁とは彼の息子と娘，ありし日の場面は
フイーニックス公園での出来事。彼の便所の場面には「ユリシーズ」第４
挿話のブルームが重なる。
358.17-359.16 
Ｈ・ＣＥは話し終わると自分の仕事に取りかかり，酒場はいつしか船へと変容
し始めている。客たちは彼の話に感銘するどころか，一様に，死んでしまえと
か，罪はおまえ－人のものであると叫ぶ。
359.17-361.34 
そこでラジオ放送が流れる。それはジョン・ホイストンやエーリック・ホィ
グズの作品の抜粋である。さらに放送は続き，聴衆はアナウンサーの声が腹話
術であることを感知する。話題はＨＣＢに関わる事柄のようである。
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３６Ｌ35-367.7 
客たちはＨＣＥ・が持ち場を離れている間，なおも彼を誹誇する。彼らの話題
はＨ､ＣＥ・が行なったこと，彼の妻Ａ､L.P.のこと，彼ら夫婦の暮らし振りなどで
ある。そこにＨＣＥ・が戻り，自らに下された中傷に対し，無実の申し立てをす
る。それは感動な瞬間でもある。彼はこう説明する。自分に罪があるとしても，
否，その事実を打ち消すつもりもないが，これまでの生涯における善行がその
罪を駆逐しないだろうか。人々は他者の不潔な側面のみを見るが，自分はその
ような卑劣な事態に甘んじるよりは死を選択する。
Ｈ､ＣＥはここで唾棄しながら，さらに言葉を続ける。わたしは一つの罪を犯
したかもしれないし，また別の罪も犯したかもしれない。だが，無実の娘たち
を巻き込む罪などには関与してはいない。彼女たちがそのような申し立てをし
ているのなら，それは濡れ衣である。わたしは生れついての紳士でもある。そ
のようなわたしが罪を犯すはずがない。どんな証拠があるのでしょう。すべて
は神のみの知ること。３月１５日が良き日であることも。
＊ＨＣＢとＡL.P.の暮らしの記述にはロワントリーの「貧窮生活』が利用さ
れている。この書は十九世紀のイギリスに関する分析であるが，同時代の
アイルランドにも適用できる。
367.8-370.29 
Ｈ､ＣＥ､の弁明の後，四導師が登場する。今や，酒場は船であり，ノアの方舟
でもあり，洪水の中を漂っている。四導師は12の戒めを語り，彼らは以下の
所信を表明する。(1)ALP・がシェムの助言で手紙を書いた，(2)イシーが手紙
を待ちわびている，(3)ショーンが手紙を配達に出かけた，(4)イシーはトリス
タンに感謝している，(5)あれ（考られないこと)，(6)あれ（存在したこと)。
どうやら，四導師の所信は情報のごたまぜという様相を呈している。酒宴の終
わりも近づいた。
370.30-373.12 
さて，洗いごとをしていたシガーデンが登場し，閉店の時刻を告げる。彼は
客に早く帰ってもらいたいが，客たちはもう少し飲みたい素振りで，ホステイ
が彼を廟る歌を歌う。ＨＣＢが両者の仲立ちとなり，閉店を宣言するが，それ
でも客は帰ろうとしない。しかし酒場は船へと変身する。リフイ川に繋留され，
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まきに出航間際の体である。客たちは慌てふためき帰途につくが，浮かれた４
人の男は酔い痴れ，川に落ちてもがく。乗船用の歩み板が外され，錨が揚げら
れる。
373.13-3781， 
この様子を目にし，川辺に投げ出されたらしい酔漢たちはＨ・ＣＥを誹誇中傷
する。せむしのリチヤード３世とか豚の飼い葉桶といった悪口にくわえ，営業
免許を停止せよ，投獄しろなどといった恐喝，さらにはその悪業が新聞に書か
れようなどと凄む。
＊酒場の営業時間は厳格。規則を破ると免許停止となる。
378.20-380.6 
客たちは一丸となってフイアナ騎士団になりすまし，Ｈ､ＣＥ・は若きフインか
ディルムッドと名称される。絞首刑のロープも，さらには棺も用意され，銅像
も建てられことになろう。だが，Ｈ､ＣＥは死んではいなかった。辺りは暗くな
り，船も川を下り始めた。
＊老王フィンと若き王女グラーニャの披露宴の晩，デイルムッドは，彼に好
意を持つグラーニヤに誘われ，彼女と逃避行する。だが，彼は猪に倒され
る定めにあった。
3807-382 
ＨＣＥ.は酒場で一人きりになった。彼はアイルランド最後の上王，ロデリッ
ク・オコナーに変容する。彼は客の飲み残しを集め，それを飲み下す。彼は眠
りに入る。
＊ロデリック・オコナーはイギリスのへンリーニ世軍との戦いで敗北し，以
後，イギリスの支配地域（EngIishpale）の外側の地域の支配権のみ認めら
れた。
＊残った酒を飲み干すＨＣ.E.はミサの後に全質変化した葡萄酒を飲み干す司
祭に対応。
＊「フィネガンズ・ウェイク」は聖週間（復活祭前の1週間）の聖木曜日か
ら聖金曜日にかけての出来事。
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第２巻第４章
客の飲み残しで酔い痴れ，Ｈ・ＣＥ.の心は夢の船に乗り出帆する。その夢はト
リスタンとイゾルデの新婚旅行を思い描く。そして彼の体は床に横たわり，マ
ーク王の位置にあるが，その心は夢を通して若々しくよみがえるらしい。新婚
旅行の船を取り囲むのは波や鴎であると同時に，最後まで残ったママルージョ
と呼ばれる４人の酔客でもある。彼らが主人公の夢の目撃者であり，物語は彼
ら語り手を媒介に伝えられている。
本章は「フイネガンズ・ウェイク」で最も短い章とされている．ヴィーコの
歴史観では「混沌」の時代に相当し，世代交替が含意されている。前置き，語
り手による導入，ママルージヨによる回想，語り手の結論，後書きという順に
展開する。四導師を観客と見るなら，劇中劇という捉え方もできる。中心とな
る「トリスタンとイゾルデ」と「ママルージヨ」の物語は，1923年に既に書か
れ，テクスト全体の核として融合する予定であった。（止咋凧I:241)。
383.1-383.14 
枕に配置されているのはイタリックの詩。「クォーク」という鴎の合唱で始
まり，不能の老人マーク王が椰楡される。若いトリスタンがダブリンのチャペ
リゾッド（イゾルデのチャペル）の麗女イゾルデを要り，床入りをさせ，マー
ク王の地位は奪われるだろうと語られている。
＊アメリカの物理学者のMurayGellMannは1963年，本章冒頭の「クォーク」
という造語を用い，陽子や中性子など一群の素粒子の構成要素をなす粒子
を説明した。
＊「トリスタンとイゾルデ」の物語はワーグナーのオペラで有名であるが，
ジョイスはジョゼフ・ベデイエのフランス語版（1918）を使用したと言わ
れている。コーンウォールのマーク王の命により，甥のトリスタンは王の
妃となる女性，イゾルデをダブリンに迎えに行くが，帰路，惚れ薬を飲み，
彼女と恋に陥り，二人はマーク王の追撃を受け，不幸な結末に終わる。ベ
デイエはこの基本的な物語に，４人の嫉妬深い豪族などの人物も配置して
いる。トリスタンのアイルランド来島については第１巻第１章（3.04）を
参照。二人の愛の背後にはアイルランド女性とその女性を支配するよそ者
としてのイギリス人の構図も認められよう。
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383.15-386.11 
詩は鴎と同時に４人の人物（H・ＣＥ・の分身）の合唱であろう。４人とは四導師
であると同時に，ママルージヨ（397.11:MamaIUjo）と総称される４人の福音伝
道者（マタイ，マルユルカ，ヨハネ）のことである。彼らは神へ感謝し，食
膳の祈りを捧げる。その彼らの耳もとには波の音が，キスの音が聞こえてくる。
それはトリスタンとイゾルデの交合の音であるという。彼らが陸み合っている
のは船の女性船室長。トリスタンは六フィートのフットボールの選手で，彼は
フットボールの試合のように彼女を攻め立てる。４人はそのような若い男女を
ピーピング・トムのように窃視しながら，彼らも昔日の自分たちの若き時代を
回想する。ダイアン・ブーシコーの劇，「アラー・ナ・ポーグ」なども思い出
の一つである。
＊歴史家としての四導師は裁判官，検閲者，立法家としての役割を果たして
いる。トリスタンとイゾルデをめぐる彼らのセレナードはジョージ・ムア，
ＡＥ，ショー，イェイツたちの作品にも見いだされる。
＊若者としてのトリスタンは新世界やアイルランドを征服したノルマン人の
サー・アーモリー・トリストラム（ホース城の所有者セントロレンス家
の初代当主）にも重なる。
＊「アラー・ナ・ポーグ」とは「キスのノーラ」の意。ノーラは乳兄弟を危
機から救出するため，キスにかこち情報を与える。
386.12-3889 
ジョニー（ヨハネ）よる回想。競買，学生時代，ダブリン・ホース・ショー，
デイム通り，コレッジ・グリーンなどの思い出などとともに，マーチン・カニ
ンガムの溺死，主人の娘と恋仲になる執事の映画のことなど，とりとめもなく
想起される。これらの回想の後，トリスタンとイゾルデの話に戻るが，それも
束の間，愛人宅から抜け出すバーネル，銃を所持するごろつき，二人の女性を
相手にするナポレオンのことなどが入り交じり，混乱の様相を呈する。回想者
はダブリンやＨ,ＣＢのことなどに懸かれ，トリスタンとイゾルデのことなど語
れないらしい。
＊JonnyMacDougaIlはヨハネ，コナハト地方，鷲の表象。
＊回想の混乱は逆綴りや性の逆転にも現れている。KramofLlawnroc（Ｍａｒｋ
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ofComwall)，Wehpen(nephew)，Iuftcatrevol（IovertactfUl)，natsirt(Tristan） 
/helaidies，BattersbySisters（BattersbyBrothers)。そもそもMamalUjoはマタ
イから始まる。これらは秩序の転倒，逃亡，偽装といった「トリスタンと
イゾルデ」のテーマとも結びつく。ちなみに，二人の物語はパーネルとオ
シー夫人の密通とも重なる。ジョイスはジョージ・ムア作の姦通物語，
A化､。〃“qfMyDezJdL(ﾉセ（1906）を所持していた。
＊カニンガムは「ダブリンの市民」や「ユリシーズ」にも登場する。溺死の
情報は初出。
388.10-390.33 
マーカス（マルコ）による回想。彼はジヨニーの回想を変奏しながら反復す
る。たとえば，オランダの無敵艦隊は水没し，カニンガムは帰郷（カミングホ
ーム）し，銃を所持するごろつきは銃を所持するバックレーになる。同様に，
ＨＣＢ．（マーク王）はショーン（トリスタン）に，Ａ・L.P.はイサベル（イゾル
デ）に変容する。若いＨＣＢはナポレオンを敗北させたウェリントンやデーン
人を撃退したプライアン・ポルーにも重なる。だが，罪を抱える老いしＨＣＥ．
と彼の救出に勤しむ妻のＡＬＰ・のことも背後に揺曳する。トリスタンとイゾル
デのことも僅かながら言及されている。
＊MamusLyonsはマルユマンスター地方，ライオンの表象。
＊数字の1132（復活と失墜の意）と１１６９（ストロングポーのアイルランド
上陸の年）が散見する。
390.34-393.3 
ルーカス（ルカ）による回想。彼はヨハネとマルコの回想を変奏しながら反
復するが，トリスタンとイゾルデヘの言及はない。彼はむしろＨＣ.E､とＡ・L.P.
を中心に語る。ＨＣＢが若かりし日にＡ・L.P.に靴紐を結ぶように命じられたこ
ともあったことを想起する一方，老いしＨＣＥは慈悲の聖母病院で息をひきと
り，酒場で通夜が行なわれ，埋葬されると語る。
＊LukeTalperはルカ，レンスター地方，牡牛／小牛の表象。
＊慈悲の聖母病院は「ユリシーズ」のプルームの家の近くにある。女性の靴
紐を結うことも彼の性向（第15挿話参照)。
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393.4-396.33 
マット（マタイ）による回想。ＨＣＥ・は変容するが，Ａ・L.P.は不変であると
いう。しかし，マットの関心がトリスタンとイゾルデに向けられていることは
間違いない。彼は双眼鏡で二人のハニームーンを窃視しているのである。「死
者の書」や聖体の教えで語られる復活を信じることができるなら，歴史にもそ
うした円環が読み取れよう。
＊MattG妃goryはマタイ，アルスター地方，人／天使の表象
＊1,22年にHCarterにより発掘されたツタンカーメン王の墳墓のことが逆
綴りで言及されている（NemaKnatut)。385.4:TwotongueCommonも参照。
396.34398.30 
語り手が4人の話をまとめる。四導師たちは自分たちに記憶力がないことを
嘆き，彼らが亡くなったことや，彼らの回想が「四導師の年代記」として編纂
されたことなどを説明する。そしてトリスタンはＨＣＥとして復活するとい
う。
＊歴史家の記憶力が定かでないという指摘は歴史の虚妄を突くものである。
たとえば，マットはイゾルデが金髪であることを忘れ，「赤い髪」（396.10）
と回想している。ジョイスの念頭にあるのは「歴史」と対照的な「神話」
の存在であろうか。
398.31-399 
イゾルデを乗せた船が出航し，四導師は彼女への愛の歌を合唱する。彼らの
4つの歌はアイルランドの４州を表象する。鬮馬のいななきで幕が下りる。
＊轤馬は次の章に四導師と登場。
第３巻第１章
第３巻は「人々の部」と称され4章の構成である。第１章では寝入ったＨＣＥ・
が蝋馬の形を借りてショーンのことを語るという設定である。それらは大衆か
らの質問とシヨーンの回答という形式になっている。総計14組(“"e応.I:214)。
１４とは十字架の道行きを踏襲したものである。ショーンの説明にはシェムヘの
敵意が込められ，時とすると回避的に語られこともある。１４の十字架の道行き
には樽に入り，リフイ川を流れるショーンの姿も重なる。
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403-409.7 
真夜中の鐘が時を告げる。様々な言葉で人々がその数を唱える。夢の主体は
ＨＣＥで，彼には周囲のざわめきが聞こえる。人々はショーンを褒めたたえて
いるらしいが，彼は轤馬の姿に身をやつし，ショーンの食習慣のことなどを語
る。そこへショーンはりりしく登場し，シェムヘの慈しみの感情やイシーヘの
敬愛などを吐露する。
＊語り手自身が自らを轤馬と告白している（405.06)。
＊時は既に金曜日（407.29-30)。
409.8-409.30 
第１の質問：誰が彼に手紙の配達を許したか？ショーンは全員から認めら
れたと答えるが，彼の関心事は郵便配達袋である。重い袋のため，疲労に襲わ
れ，膝や背骨に痛みを覚え，おまけにその身を横たえるベッドも固いという。
だが何よりも悪いことに，人々との出会いから自己嫌悪に陥っているという。
＊質問者である語り手は“ｗｅ'，を，回答者であるショーンは“1,,を使用。
どうやら語り手は四導師で，回答者の声色はイシーのそれであるらしい。
409.31-410.19 
第２の質問：彼の郵便配達夫の仕事は天命によるものか？ショーンが答え
るところによると，彼の仕事は天職であり，世襲的なものであるが，天候の悪
い日の配達の際など，絶望感に襲われるという。溶岩の中に身を投ずるか，川
で溺死するか，大海原の奥底に沈もうかと思うこともある。彼は，実際，当初
から郵便配達という仕事には辞易しているという。
＊自分の仕事が天職であるという暗示はカエサレアのエウゼビウス（263?‐
c34O)，さらにはその福音書を転載する「ケルズの書」による。
41020-410.27 
第３の質問：例の忌まわしい手紙の運び屋はショーンでなければならないの
か？彼の答えは手短かで，彼にその力があるからと語る。
410.28-411.21 
第４の質問：彼が最も仕事を有能にこなせるのはどこか？この問題をめぐ
り，ショーンは健脚で，一日走り回っている旨を述べる。だが，彼の天職はむ
しろ説教にあり，常日頃ロザリオを唱えてもいると言う。信頼できないなら舌
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を見てくれと迫る。
＊ショーンの答えには「ハックルベリー・フイン」への引愉が認められる。
411.22-412.6 
第５の質問：街のポストを緑に塗ったのは彼か？ショーンは笑いながら，
その事実を白状する。イギリス人の赤いポストなどとんでもない。彼の所業を
非難する人もいるが，それは啓示によるものである。非難する人々は「恐ろし
いフロイト的過ち」（411.36）を犯していると述べる。
412.7-413.26 
第６の質問：あなたはすばらしい歌詠み人であるが，緑が消えると思うか？
ショーンはその心配は無用であると断言するが，ただ山羊による郵便物の被害
を問題化する必要があるという。
413.27-414.13 
第７の質問：風変わりな制服について説明してくれないか？シヨーンはほ
くそ笑みながら,ロマンティストであることを自慢し,さらにお金を無駄使いせ
ず,姪や甥に与えていると言う。そして彼は制服をギネス･ビールの樽に轡える。
＊「樽」とは手紙の封筒のこと（413.31:softbodiedhImifbrm)。
４１４．１４－４１９．１１ 
第８の質問：歌いなさい。シヨーンはこの質問に応じられず，咳払いし，そ
れに呼応するかのような雷鳴の灘きの後，「アリとキリギリス」の寓話を語る。
これはラ・フオンテーヌの賢明なアリと著侈なキリギリスの物語に依拠し，キ
リギリスは病気になり，家を食べ尽くしてしまい，アリはお金の大切さを説く
という設定である。アリとキリギリスはそれぞれ空間と時間を暗示している。
キリギリスの歌の後，ショーンは空間と時間という両極の総合を唱えるかのよ
うに，「アーメン」と結ぶ。
＊雷鳴は９度目。雷鳴は「咳払い」にまつわるドイツ語，ラテン語，イタリ
ア語，フランス語，ウェールズ語，ギリシア語，ロシア語などで構成。
＊「アリとキリギリス」の寓話は第１巻第６章の「ムークスとグライプス」
の寓話（152.15-159.18）の変奏である。アリとキリギリスはそれぞれ空間
と時間に懸かれているが，それはショーン（ムークス）とシェム（グライ
プス)，ウインダム・ルイス（415.29:windhame）とジヨイスの対立も暗示
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している（｢時間と西洋人ルアリとキリギリスは0,.ｔ（｢悪」の意のデン
マーク語／もしくはdo､,tの変形）とGracehoper（｢優雅を望む人」の意）
で，それぞれantとgrasshopperをもじっている。エルマンはシェムとショ
ーンの対立をジョイスと弟スタニスロースの対立に比している。
＊この箇所は昆虫や哲学者への多くの言及を含んでいる。
＊キリギリスの歌はゴールドスミスの詩，「報復」の韻律の模倣。
419.12-421.14 
第９の質問：ショーンはシェムのＨＣＢに関する手紙を読むことができるの
か？回答は「イエス」であり，シヨーンに読めないものはないと宣言する。
彼は自らの知識を披露するかのように，過去の文筆家へ言及する。だが，手紙
を開封することはできないので，その代わりに彼は封筒の断片を読み聞かせ
る。
＊過去の文筆家にはワイルド’グレゴリー，マンガン，ボー，チャールズ・
ペギー，チャールズ・ルーカン，パーネルを誹誇した「犯罪と名誉致損」
と題する記事を書いた「タイムズ』紙の記者，ルイス・キャロルなど。
＊封筒の断片はかつてジョイスがダブリンで住んでいた家の誤った住所。
421.15-422.18 
第１０の質問：ショーンの書くものはシェムのものと比較してひどすぎない
か？ショーンはその批判はシェムに由来すると否定し，シェムこそ諸悪の根
源であると締め括る。
＊質問にはピゴットが使用した言葉，hesitancy(421.14）などが取り込まれ暖
昧。答えの中には「ユリシーズ」の海賊版を出したアメリカの雑誌，「二
つの世界」（422.16）への言及もあり，シェムヘの誹誇にジヨイスの誹誇
が重ねられている。
422.19-424.13 
第11の質問：寓話を用い手紙の解明してくれないか？ショーンによると，
手紙はＨ､ＣＥが2人の娘と３人の兵士と関わったところに端を発し，Ａ・L.P.がシ
ェムに弁明を書かせた結果であるという。だが，そもそもシェムの手紙の文体
はショーンの文体の剰窃であるという。そして彼はシェムージョイスを戯画化
してみせる。
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＊寓話はesiop,sfOible（422.22）で，そもそもがもじり。
424.14-424.22 
第１２の質問：ショーンはシェムになぜ敵意を現わにするのか？シヨーン
はシェムの言葉が嫌いだからと答えるが，芸術家の言葉を恐れてか，十字を切
ると，折しも雷鳴（放屈）が轟く。
＊シェムの言葉はヴイーコの指摘する「祖語」（424.17）に相当。
＊雷鳴は10度目で，テクストで最後の雷鳴。101語より構成，北欧神話のト
ートを内包している。
424.23-425.3 
第１３の質問：その手紙へ匹敵するものが書けるか？ショーンは手紙が提
造されたもので，自分こそ本当の言葉であると宣言する。彼の身振りにはどこ
となく救世主の相貌が感じられる。
425.4-426.4 
第１４の質問：シェムよりも良い手紙が書けるか。ショーンは自らの正統な
書物はシェムの手紙をはるか凌ぐが，そのような手間をかける必要がないと答
える。
426.5-428 
最後に，ショーンは涙を流し，母親に呼びかけ，その姿を消す。イシーが彼
の不在を嘆く。彼はインドかアメリカに出かけたのであろう。彼も「灰いる雁」
の一人なのだろう。だが，語り手は彼の復活を期待する。
＊ショーンは樽に入っていることから，眠りながら，川を流れいったとも読
める。
参考文献
Athersolu,JameSS､７VieBop“α〃舵WtuAeJASlUwdyq/Life、〃ﾊﾉﾉwiD"Ｊｉｎ血、“JDyCe'３
“FYmzcgaJlsWtJ陸.，，NewYork:Viking・’960．
Begnal,MichaelH.Ｄ花ａｍＭｌＢｍご；MzrrmivemdWicei〃“尻""EguJnsMzA巴.，,Syracuse,Ｎ､Ｙ､：
SyracuseUniversityPTCss，１９８８． 
－.andEckley,Grace,ＭｚｍＪｊｏｒｑｍｄｈａｍａｅ（〃“Ｆｉｍａｇａ砥ＷｎＡａ”NewJersey：Associ‐
atedUniver8ilyPTesses，１９７５． 
－.andSennoFritz,eds・ＡＣＯ"cepl“ノGlujdをｒ、“、""Bgα"ｓＷｔＪに，,UniversityPark.Ｐa.：
Hosei University Repository
4８ 
PemsyIvaniaStateUniversityPress,1974． 
Benstock,Bemard."ycU-agai"，sIItHleFA"APMlysisq/"〃megansWtJAg.”Seattle,Wash:Umi‐
ｖｅ庵ityofWashintonP1℃SS，1965．
Bowen,Zack,andJamesF.Ｃarms,eds・ＡＱｍｐｕ"lpnm"ycgSlludi“・ConneUcut:Greenwood
Press,１９８４． 
Brivic0SheldoIl."ycなＤｓＷｈｚＡｍｇＷｂｍｅ"ＪＡ〃ｍｒＪｗ血mio〃ｒｏｍｎ""egLmF1lhJ舵.,,Wisconsin：
UmiversityofWisconsinPress，1995． 
CampbeⅡ,Joseph,ａｎｄＨ.Ｍ・Robinson・ＡＳＡ巴"onｋどｙｌＤ“nm82ga"ｓＨｔｚＡａ”NewYork:Har‐
court,Ｂｒace，1944． 
Connolly,ThomasE.,ed・ＳｍM》肱dghpbbにｍｈｇＵ･-WbJ1Uj⑪､ﾊﾉｂｒ“〃'IJ22gzmsWbAa”Evanston，
ＩⅡ.:NolThwestemUniversiIyPress、1961．
Deane,Seamus・``InroductiontoFY""躯α砥WtzAg0,ｉｎＰｍＦｕｅｇｑＰｉＪＭｚ陸.Hamlonsworlh.□19land：
Penguin，1993． 
DiBemard,Barbara・Ａｌｃﾉicmyand'0ﾉＰＶｍｃｇｑ"TMJ舵.”Albany,Ｎ､Ｙ,：StateUniversilyofNew
YorkP唾SS,１９８０
GIasheen，AdaIine.“尻""Ｂｇｑ"ｓＷｔ]&Ｂａｎｄ（heOirlsfromBoston，Mass.,，ｆ/、so〃ReuﾉｉＣｗ７
（1954):89-96. 
-.7ＶｉｍＩａｎＭが"Ｆ１""２８口ｎＪＷｔｚ陛叩fAnﾉ"“ｑ/ＣﾉlamCleパaPIzﾉmeirRpは､Berkley，
Calｉｆ:UniversityofCaIfbmiaP陀ss,1977．
Gorden,John.``〃""egq砥WtUlce":ＡＰわrSIum"lqly・Dublin:ＧｉⅡandMacmilIan，1986．
Groden,Michael,generaled・ノ､mesノpyceA比ﾉiive,NewYork:Garland，1977-79．
HaJt･Clive,Ａの"ｃＤｍｍ“『ｐ“ｎm'1恕血SWtJAe,”MineapoIis：UnivelNBiIyofMinnesotaPTess，
１９６３． 
－.Slmcllu花ｑＪｔｄＭｍヴi〃“ｎｍｅｇｕ“WtzAa”Evanston,IⅡ.:NorthwestcmUniversityPress，
1962． 
Hayman,David,巳｡､ＡＦＹｍ－Ｄ'【!/Ｗと応ｍｎｑ/"〃""昭α"ｓ恥陀.”AustinoTex.:Universityof
TexasP『ess，1963.
-."NodalityandthelnfTa-StTuctureinn""egdmsIitJAe.”〃０１６(FaⅡ１９７８):135-49．
HerT,Cheryl､ノoyce'３Ａ"αrDmyq/Ｃ側ｌ加雁.UrbanaandChicago:UniveTsityofIIlinoisPress，
１９８６． 
Higginson,FredH,ed､Ａ"ＪＩｚＬＭＵ剛、b巴叱J71IlcMzki"gq/ｑＣｌｍｐに八Minneaplos:Unive庵ity
ofMinnesotaPreSs，1960． 
Hofheinz,ThomasC血ｙｃｅａｍｌﾉｌＥﾉ'we"j"〃q/ﾉrisﾉlHjWoび：“ｎｍｅｇ“WtJAF”mCbmaxL
Cambridge:CambridgeUniversityPress,1995． 
Joyce,James・Ｆ１)ＩＰＩどｇｆｍｓＷｈにNewYork:Viking，１９３９．
McCarthy,PatrickAmcRMdﾉ菌ｑ/"厩J､ごgqFlsWtJAF.”Ｒｕthe｢fbrd,ＮＪ.:FairleighDickinson
Unive応ityPress，l980
McHugh,Roland.Ａ､"olatro"smo0FYmegansWtuAe.”Ｂａl【imore1Ind.:JohnsHopkinsUnive応ily
Hosei University Repository
｢フイネガンズ・ウエイク」の知の方位（３）４９
Press,1980. 
-.77leSjgmq/wFi""ega応1Ｗ[巴.”ＡＵＳ【in,Tex.:UniversityofTexasPress,1976．
McLuhan,Eric､７１ＷＭｂＰｑ/７７１脚"deri〃``ﾉＧ１"nSgα"ｓＷｔｚに,,Toronto:Unive応ityofToronto
PresS，1997, 
ＭｉｎｋＬｏｕｉｓＯＡ“FV'､曙α"ｓＷｔｚ陸”Gazer化BfBloomington,1,.:IndianaUniversilyPTess，
Ｉ９７８ 
Ｎｏｍｓ,Margot､TVieD““『ごｒＦｄＵＩ〃eluFq/"nlI"cg｡"sWtJAB.,,JASilwc伽'ﾛﾉisJA"α(yJis､Ｂａ】ル
more,Ｍｄ.:JohnHopkinsUniversityPIもss,1974．
Rose,Danis,ｅｄ､ｍｅﾉ、巴】rMJ"HscriplJ“〃""２９α"ｓＷｔｚＡ２”〃o〃ｇｍｐハＷひ雄bpoAWbB､ｲ6．
Colchesler,England:AWakeNewsIitterPress’1978. 
-,andO，Hanlon,Johm.Ｕ)ud莅酎mPIu！i"ｇ“ＦＶｍａｇａ“WtzAU"fAGniderDr/ｉｃＭｍｍ〃eqノル､“
んy“,SMzsremjecg.NewYork:Garland，１９８２．
Solomon,MargaJ己[ＣＥに、αﾉＧ“”に府７７１２ＳＥＸ“ｌ【ﾉ)uiv2"ＣＱ/､"F、"egansWhkE"､Carbon-
da1e,ＩⅡ.:SouthemlⅡinoisUniversityPrcss，１９６９． 
Tidall、ＷｉⅡiamYork・ＡＲｅａｆｂＰｒ'FGwide”“〃""“α砥Ｗbに，，London：ThamesandHudson、
1969. 
Hosei University Repository
